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投資・財政計画

【今後10年間の投資計画】
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10年間 
総事業費

アセットマネジメント策定 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

水道施設再構築計画の策定 0 0 0 10 10 0 0 0 0 0 20

床尾浄水場
再構築

更新基礎調査 0 10 10 10 0 0 0 0 0 0 30

延命化補修 0 0 0 0 20 20 20 20 20 20 120

上西条浄水場
管理棟更新

管理棟更新 15 20 150 300 300 0 0 0 0 0 785

中央監視設備更新 0 15 0 200 410 0 0 0 0 0 625

三才山沢水系送水施設整備 0 0 0 0 0 100 100 0 0 0 200

配水施設等整備 235 240 200 50 50 180 280 350 350 350 2,285

浄水施設等整備 50 180 100 50 30 100 150 180 130 130 1,100

その他（負担金、委託費等） 150 135 145 130 140 140 140 140 140 140 1,400

合　計 460 600 605 750 960 540 690 690 640 640 6,575

【今後10年間の財政計画】

（単位：百万円）

 収益的収支の今後の推移予測  資本的収支及び内部留保資金残高の今後の推移予測

 企業債償還金及び未償還残高の今後の推移予測  供給単価・給水原価及び料金回収率の今後の推移予測 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

損
益
（
百
万
円
）

収
益
的
収
入
・
支
出
（
百
万
円
）

収益的収入 収益的支出 損益

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

内
部
留
保
資
⾦
残
⾼
（
百
万
円
）

資
本
的
収
入
・
支
出
（
百
万
円
）

資本的収入 資本的支出 内部留保資⾦残⾼

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

100

200

300

400

500

600

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

企
業
債
残
⾼
（
百
万
円
）

支
払
利
息
・
償
還
⾦
（
百
万
円
）

企業債支払利息 企業債償還⾦ 企業債未償還残⾼

90%

92%

94%

96%

98%

100%

102%

104%

106%

108%

110%

150

155

160

165

170

175

180

185

190

195

200

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

料
⾦
回
収
率

供
給
単
価
・
給
水
原
価
（
円
/㎥
）
　

供給単価 給水原価 料⾦回収率



第2期ビジョンの位置付け

第1期ビジョンの施策進捗状況

第2期ビジョンでの主な施策

　「 塩尻市水道ビジョン 」が計画
期間を満了したことを受け、市の
総合計画や国の新水道ビジョン
の理念を念頭に置きつつ、第 1
期ビジョンの進捗状況を踏まえ、

「 第 2 期塩尻市水道ビジョン」を
策定しました。
　これにあわせて、将来を見据え
た施設整備を、財源の裏付けを
とりつつ進めていくため、「 アセッ
トマネジメント」、「水道施設再構
築計画」の策定も予定しています。

　第１期ビジョンでは、「塩尻市水道長期基本構想 」に基づく施設整備計画の推進をはじめ、管理面の向上、
給水サービスの向上に向けた施策・取組を実施しました。
　施設整備に関する取組では、事業環境の変化により、“床尾浄水場の移転”及び“上西条浄水場の拡張”と
いった主要浄水場に関する事業については、改めて検討することが必要になりました。

塩尻市水道ビジョン（第1期）
（2010～2019年度）

長期基本構想を踏まえた10カ年計画
　　○施設整備、維持管理
　　○経営効率化、給水サービス

塩尻市水道長期基本構想
（2010～2069年度）

塩尻市水道施設の更新・
維持管理に関する長期計画

新水道ビジョン
（2013年3月）

第五次塩尻市総合計画
（2015～2023年度）

国や市の上位計画

水道施設再構築計画
（2020年度以降策定予定）

アセットマネジメント計画
（2020年度策定予定）

事業運営・施設整備に関する長期計画

塩尻市水道の先行計画

第２期 塩尻市水道ビジョン
（2020～2029年度の事業方針）

　先行する「水道長期基本構想」「第1期ビジョン」の理
念を継承しつつ、国や市の上位計画、事業環境の変化を
踏まえ、長期基本構想の見直しも含めた視点から今後
10年間の事業方針を定めるもの。

　長期的な視点で施設更新需要、財政
収支の見通しから、効果的かつ効率的
な施設投資を行うための計画

　将来を見据えた水道システム全体の
見直しを受け、長期的な視点で水道施
設整備を図っていくための整備計画

第1期ビジョンにおける計画 現状

移転

（廃止)
東山水源

小曽部水系

小曽部

三才山沢水系

塩嶺水系

松塩東山水系
松塩柿沢水系

柿沢峰原

松塩小坂田水系

小坂田

片丘浄水場系

片丘

片丘線西部・東部

松塩片丘水系

郷原

松塩郷原水系

上西条水系

床尾

松塩・床尾

混合水系

楢川

旧楢川簡水系

松塩本山水系

柿沢永井坂

三才山沢

農業公園

塩嶺アルプス

塩嶺ゴルフ場

本山日出塩

東山西部

東山中部

松塩用水

本山浄水場

本山洗馬

移転

（廃止)芦ノ田

高出・

大門地区

上西条

上西条地区へ

北小野北部地区へ

塩嶺白樺

新設配水池

移転

小曽部水系

小曽部

三才山沢水系

塩嶺水系

松塩東山水系

松塩柿沢水系

柿沢峰原

松塩小坂田水系

小坂田

片丘浄水場系

片丘

片丘線西部・東部

松塩片丘水系

郷原

松塩郷原水系

上西条水系

床尾

松塩・床尾

混合水系

楢川

旧楢川簡水系

松塩本山水系

柿沢永井坂

三才山沢

農業公園

塩嶺アルプス

塩嶺ゴルフ場

本山日出塩

東山西部

松塩用水

本山浄水場

本山洗馬

高出・

大門地区

上西条

北小野

北部地区

勝弦

塩嶺白樺

（新設)東山

凡例

浄水場

配水池【未完了の事業】

・床尾浄水場移転

・上西条浄水場の再構築（上西条浄水場拡張）

・塩嶺水系の再構築

・三才山沢水系の再構築

塩尻市自己水

の送水

松塩用水(県

水)の送水

野村

松塩野村水系

(開発予定)
新規水源

拡張

(廃止)
勝弦

至山形村

至松本市
至松本市

至山形村

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

水源・水源林の環境保全活動の実施

水源監視の徹底

水道水源保全地区制度の活用の検討

水資源保全地域制度の活用の検討

残留塩素管理の徹底

送配水施設の定期的な洗浄

水安全計画の運用継続及び見直し

水質検査の充実

実施工程

施策１-１
水源・水源林の環境保全

施策１-２
水源保全に関する制度の

活用検討

施策２-１
給配水過程での水質劣化防止

施策２-２
水質管理体制の強化

主な取組項目施　策

継続的な見直し

継続的な見直し

検討 設置

水道システム再編に伴う見直し

水安全計画等に基づく見直し

安全でおいしい水道
施策１　水道水源の保全

1-1  水源・水源林の環境保全
1-2  水源保全に関する制度の活用検討
　⇒  水道水源保全地区、水資源保全地域

施策２　水道水質の維持向上
2-1  給配水過程での水質劣化防止
2-2  水質管理体制の強化

災害や事故に強いしなやかな水道
施策３　施設の耐震化

3-1  構造物の耐震化
　⇒  上西条浄水場管理棟の耐震化 

中央監視設備の移転更新
3-2  管路の耐震化

施策４　危機管理体制の強化
4-1  緊急時のバックアップ機能の強化
　⇒  自家発電設備の整備 

三才山沢水系の送水系統再構築
4-2  迅速な復旧・応急給水体制の整備

健全な経営で信頼される水道
施策５　水道システムの効率化

5-1  水道システム再構築の検討
　⇒  床尾浄水場更新基礎調査、 

「 水道施設再構築計画 」の策定
5-2  配水有効率の向上

施策６　財政基盤の強化
6-1  適正な施設投資
　⇒「アセットマネジメント」の実施
6-2  事業形態の最適化

施策７　技術基盤の強化
7-1  技術者の確保と人材の育成
7-2  情報化の推進による業務の効率化

施策８　給水サービスの向上
8-1  情報公開とＰＲの推進
8-2  利用者サービスの向上

施策９　環境に配慮した事業の推進
9-1  省エネルギーの推進
9-2  資源リサイクルの推進

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

上西条浄水場管理棟の耐震化

中央監視設備の移転更新

主要管路の耐震化
耐震管の採用

水管橋の耐震化

自家発電設備の整備

水系間連絡体制の見直し

三才山沢水系の送水系統再構築

他事業体や関係団体との連携強化

配水ブロック化の検討

応急給水体制の見直し

施　策 主な取組項目

施策３-１
構造物の耐震化

施策３-２
管路の耐震化

施策４-１
緊急時のバックアップ機能の

強化

施策４-２
迅速な復旧・応急給水体制の

整備

実施工程

計画に基づく整備

基本設計 基本設計に基づく自家発電設備の整備

計画検討

計画 設計 工事

設計計画 工事

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

床尾浄水場更新基礎調査の実施
床尾浄水場延命化

将来の水道システムの見直し
水道施設再構築計画の策定

施策５-２
配水有効率の向上

漏水調査の実施
老朽管の更新

アセットマネジメントの活用による
効果的かつ効率的な投資

水道施設台帳の改良による施設更新
判断の最適化

将来を見据えた適正な料金水準の検討

周辺事業体との連携の検討
民間活力の活用検討

施策７-１
技術者の確保と人材の育成

人員配置の適正化
人材育成計画の策定・運用

施策７-２
情報化の推進による業務の

効率化

手順書やマニュアル類の整備
水道施設台帳の改良
業務効率化の検討

施策８-１
情報公開とＰＲの推進

広報誌の発行
イベントの充実等

施策８-２
利用者サービスの向上

各種利用者サービスの充実
サービス向上のための検討

施策９-１
省エネルギーの推進

再生可能エネルギー等の導入検討
環境負荷低減のための取組

施策９-２
資源リサイクルの推進

浄水汚泥の有効利用
建設副産物の有効利用

実施工程

施策５-１
水道システム再構築の検討

施策６-２
事業形態の最適化

施策６-１
適正な施設投資

施　策 主な取組項目

策定 運用

床尾浄水場延命化補修更新基礎調査

予備検討 詳細検討

検討・改良 継続的な見直し・改良

ｱｾｯﾄ 審議会等を通した検討


